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フレイル尿中分子マーカーを用いたフレイルリスク評価ビジネス

食品メーカー

製薬メーカー

研究受託会社

バイオマーカー分析

臨床検査会社

サンプル送付

データ返却

試験依頼

研究まとめ

開発効率改善新規市場獲得リーチ安定化

スタートアップ

￥￥

フレイル分析サービス（層別化）で
食品・医薬品メーカーの開発効率アップ

高齢者の要介護化を防止し、健康増進することが課題となっている。

高齢者が要介護化に至る前の状態（フレイル）を早期に発見し、高齢者の健康

増進に役立てる尿検査技術を社会実装し、誰もがいつまでも元気で活躍でき

る社会の実現を目指す。

・検査精度（臨床的意義）の検証
中高年フレイル患者の検査数を増やし、フレイルの判定性能を検証する

・簡易検査キットの開発（分析的妥当性の検証）
尿中バイオマーカーのモノクローナル抗体とイムノクロマトキットを作成する

・市場調査（パートナー探索）
フレイル判定分析サービスの効果検証パートナーを探索する

・独自性
フレイル患者を感度82%特異度90%で検出できることを示した。(特許PCT出願済）

・優位性
現行の簡易検査法（SAEC-F)に比べて感度が16倍以上

・市場性
サプリメント市場4600億円の研究開発用途で検査サービスを開始
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